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全体 総合子ども学科 スポーツ医科学科 全体 総合子ども学科 スポーツ医科学科
N % N % N % N % N % N %
男 71 52.2 15 27.3 56 69.1 63 49.6 14 28.6 49 62.8
女 65 47.8 40 72.7 25 30.9 64 50.4 35 71.4 29 37.2










































































Q 1 .就職後、多くの収入・給与を得るため q21.就職後、多くの収入・給与を得ることができそうだ
Q 3 .文系と医系の連携である「文医融合」の学部に魅力を感じたため q 2 .文系と医系の連携である「文医融合」ならではの授業に魅力を感じている
Q 5 .人生の視野を広げるため q11.人生の視野を広げられている
Q 6 .社会に通用する肩書きが必要なため q15.社会に通用する肩書きが得られそうだ
Q 7 .自分にあった職業を探すため q12.自分に合った職業を見つけられそうだ
Q 8 .高い社会的地位を得るため q 6 .高い社会的地位を得ることができそうだ
Q13.資格を取るため q19.希望としている資格が取れそうだ
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Q15.知的好奇心を満たすため q 5 .知的好奇心が満たされている
Q17.医学部があり、医学的な知識も学べるため q14.医学部があり、医学的な知識も学べている
Q19.就職に有利なため q10.就職に有利になりそうだ
Q20.学科専門の知識だけでなく、他学科の専門知識も学べるため q 8 .学科専門の知識だけでなく、他学科の専門知識も学べている
Q22.同じような目的を持った友人を得るため q 7 .同じような目的を持った友人を得ることができている
Q24.就職後、より高い役職に就くため q17.就職後、より高い役職に就くことができそうだ





























































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ α係数
「専門性」
動機




Q28.得意とすることを追求するため 0.770 -0.051 0.018 0.004
Q30.専門的な知識や技術を身に付けるため 0.661 -0.100 0.030 0.203
Q 5 .人生の視野を広げるため 0.548 0.128 0.209 -0.183
Q15.知的好奇心を満たすため 0.457 0.298 0.175 -0.086
「外的期待」
動機




Q10.大卒の肩書きがほしいため -0.284 0.696 0.051 0.088
Q 4 .自由な時間が欲しいため 0.186 0.687 0.004 -0.192
Q 9 .周りのみんなが行くものだから 0.019 0.578 -0.068 -0.202
Q 6 .社会に通用する肩書きが必要なため 0.047 0.542 0.124 0.037
Q33.青春をエンジョイするため 0.199 0.493 -0.025 0.184
Q22.同じような目的を持った友人を得るため 0.232 0.486 0.059 0.072
Q12.親孝行のため -0.260 0.486 0.301 0.023
Q11.入試の難易度を考慮したため 0.134 0.471 -0.278 0.028
「大学の独自
性」動機




Q17.医学部があり、医学的な知識も学べるため 0.197 -0.162 0.619 0.041
Q 3 .文系と医系の連携である「文医融合」の
	 学部に魅力を感じたため 0.237 -0.047 0.601 0.043
Q27.幅広い教養を身に付けるため 0.415 -0.092 0.545 -0.120
Q14.大学の設備が充実していたため 0.115 0.177 0.490 0.238
「資格」動機
Q23.進学しないと希望の職業の資格が取れ
	 ないため 0.031 0.164 -0.018 0.677 1.751	58.37%	
α=625Q13.資格を取るため -0.007 0.067 0.114 0.643Q 2 .他にやりたいことがないので -0.082 0.461 -0.041 -0.508
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ 1.000 0.284 0.604 0.440

































































M SD M SD M SD M SD M SD M SD
資格 4.09 0.87 4.20 0.67 4.01 0.98 資格・専門性 4.26 0.63 4.35 0.66 4.20 0.61
専門性 3.74 0.90 3.64 0.82 3.81 0.95 内的期待 3.48 0.84 3.59 1.00 3.41 0.72
大学の独
自性 3.30 0.99 3.44 1.03 3.21 0.97 外的期待 2.90 0.90 2.98 0.90 2.85 0.89














クラスター N % N % N %
入学期待高 82 64.1 37 69.8 45 60.0 無目的 66 52.0 20 40.8 46 59.0
資格期待低 18 14.1 5 9.4 13 17.3 専門性高 29 22.8 12 24.5 17 21.8
内発的期
待高 17 13.3 6 11.3 11 14.7 期待高 18 14.2 12 24.5 6 7.7












































3.11 0.98 3.11 1.02 3.11 0.96 q21.就職後、多くの
収入・給与を得る
ことができそうだ










3.48 0.98 3.39 3.39 3.56 0.92 -0.18 -0.45 -0.26 
③ Q5. 人生の視野を
広げるため
3.79 0.93 3.76 0.96 3.82 0.91 q11.人生の視野を
広げられている




3.34 0.92 3.38 1.09 3.31 0.76 q15.社会に通用す
る肩書きが得られ
そうだ
3.21 0.83 3.08 3.08 3.31 0.85 -0.13 -0.30 -0.78 
⑤ Q7.自分にあった
職業を探すため
3.85 0.94 3.57 1.02 4.09 0.82 q12.自分に合った
職業を見つけられ
そうだ
3.95 0.82 4.00 4.00 3.91 0.76 0.10 0.43 1.09 
⑥ Q8. 高い社会的地
位を得るため
2.84 0.91 2.86 0.92 2.82 0.91 q6.高い社会的地位
を得ることができ
そうだ
2.95 0.88 2.89 2.89 3.00 0.85 0.11 0.03 -1.67 
⑦ Q13.資格を取るた
め
4.72 0.48 4.78 0.42 4.67 0.52 q19.希望としてい
る資格が取れそう
だ
3.99 0.81 4.25 4.25 3.78 0.80 -0.73 -0.53 0.09 
⑧ Q15.知的好奇心を
満たすため
3.59 0.85 3.46 0.84 3.69 0.85 q5.知的好奇心が満
たされている




3.34 1.27 3.30 1.41 3.38 1.15 q14.医学部があり、
医学的な知識も学
べている
3.27 1.06 2.58 2.58 3.82 0.75 -0.07 -0.72 0.80 
⑩ Q19.就職に有利な
ため
3.16 1.00 3.32 1.08 3.02 0.92 q10.就職に有利に
なりそうだ














3.38 1.00 3.43 1.09 3.33 0.93 q7.同じような目的
を持った友人を得
ることができている




3.35 0.91 3.43 0.77 3.29 1.01 q17.就職後、より
高い役職に就くこ
とができそうだ
3.12 0.80 3.08 3.08 3.16 0.77 -0.23 -0.35 -0.57 
⑭ Q25.自分の才能を
伸ばすため
3.67 0.88 3.59 0.90 3.73 0.86 q1.自分の才能を伸
ばすことができて
いる




3.06 1.06 3.27 1.10 2.89 1.01 q22.地域に根差し
た教育に魅力を感
じている
3.07 0.79 3.31 3.31 2.89 0.75 0.01 0.04 -0.84 
⑯ Q27.幅広い教養を
身に付けるため
3.79 0.90 3.86 1.03 3.73 0.78 q13.幅広い教養を
身に付けられてい
る
3.64 0.82 3.72 3.72 3.57 0.76 -0.15 -0.14 -0.43 
⑰ Q28.得意とするこ
とを追求するため
3.87 0.83 3.70 0.97 4.00 0.67 q20.得意とするこ
とを追求できてい
る




4.28 0.74 4.16 0.87 4.38 0.61 q18.興味のある分
野を深く掘り下げ
られている




4.44 0.69 4.51 0.69 4.38 0.68 q3.専門的な知識や
技術を身に付けら
れている
3.94 0.62 3.97 3.97 3.91 0.56 -0.50 -0.54 0.42 
⑳ Q33. 青春をエン
ジョイするため
3.65 0.99 3.84 0.87 3.49 1.06 q16. 青春をエン
ジョイできている
3.81 0.94 3.94 3.94 3.71 1.04 0.16 0.10 0.12 
期待項目の平均 3.61 3.63 3.59 実感項目の平均 3.55 3.54 3.55
全体 n=82　総合子ども学科 n=37　スポーツ医科学科 n=45
項目前の番号は問番号













































































































































Table 7　学部全体および学科別にみる満足 - 不満足空間の各項目プロット状況
Ⅰ．不満足空間 Ⅱ．満足空間 Ⅲ．潜在的不満足空間 Ⅳ．潜在的満足空間
学部全体 ② ,⑭ ③ ,⑤ ,⑦ ,⑧ ,⑯ ,⑰ ,⑱ ,⑲ ,⑳
① ,④ ,⑥ ,⑨ ,⑩ ,
⑪ ,⑬ ,⑮ ⑫
総合子ども学科 ② ③ ,⑦ ,⑯ ,⑰ ,⑱ ,⑲ ,⑳
① ,④ ,⑥ ,⑨ ,⑩ ,
⑪ ,⑬ ,⑭ ,⑮ ⑤ ,⑧ ,⑫
スポーツ医科学科 ③ ,⑤ ,⑦ ,⑧ ,⑭ ,⑯ ,⑰ ,⑱ ,⑲
① ,④ ,⑥ ,⑩ ,⑪ ,
⑬ ,⑮ ② ,⑨ ,⑫ ,⑳
６．今後の課題
本研究では，学部プロジェクト初年度に実施した分析手順に従い，新しく入学した２期生を対象
に入学動機に関する調査を実施し，１期生との比較を通して，入学期別での特徴を把握した。その
結果，２期生は１期生に比べてより明確な動機を持って入学してきた学生であり，学部が掲げる「文
医融合」教育に高い期待を持っていることを明らかにすることができた。また，学生の入学時にお
ける期待と入学後の実感とのギャップ分析により，不満足空間や潜在的不満空間にプロットされた
項目から，学部全体で取り組むべき課題として，１）「文医融合」教育を感じる数多くの機会を設定
することや，２）両学科の学生が共に学び交流できる学部共通科目（特に地域フィールドを活用し
た実習科目など）の開設。総合子ども学科で取り組むべき課題としては，３）医学的知識を持った
保育士養成プログラムの魅力（教育方針）をより一層伝えていく努力，などを提示することができ
た。このように医学的知識を兼ね揃えた保育士養成ならびに体育・スポーツ指導者の養成といった，
いわゆる，「文医融合」教育による「文医融合」人材の養成は，本学部が目指すべき学生像であるこ
とを再認識することができたといえよう。
しかしながら，本研究における結果は，各入学期における１年次を対象としたデータを分析した
に過ぎない。よって，本学部が掲げる「文医融合」教育プログラムの履修を進める中で，学生の実
感評価がどのように変容しているのか，いわゆる，「学び」のプロセスを分析していくことが今後は
必要になると考える。さらに，本研究における研究方法は，学部プロジェクトの初年度に実施した
浦上ら（2019）および，行實ら（2019）の分析手順を援用した。よって，入学動機の各種分析にお
ける命名をはじめ「文医融合」教育の課題抽出など，妥当性・信頼性の課題，つまり，研究方法の
精緻化は，今後に残された課題と考える。
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